
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館だより 2022 年９月号 岸和田市 

■は全館休館   〇は本館のみ休館 

◇は祭礼のため、旭・山直・八木・桜台が休館 

□はシステム更新及び蔵書点検のため全館休館   

図書館カレンダー 

休館  9 月 17 日（土） ～9 月 30 日（金） 

問合せ  岸和田市立図書館（本館） ☎ 072-422-2142 

＊ 状況により、中止・延期・内容変更になる場合があります。 

＊ 感染症対策のため、会場ではマスク着用をお願いします。 

＊ 当日は、検温・健康チェック表へのご記入にご協力ください。 

９月号に掲載されている 

行事に参加される方へのお願い 

月 火 水 木 金 土 日 

   １ ２  ３   ４ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

１２ １３ １４ １５ １６ □17  □18  

□19  □20  □21  □22  □23  □24  □25  

□26  □27  □28  □29  □30    
 

月 火 水 木 金 土 日 

     １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ◇8  ◇9  

○10  ○11  １２ １３ １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

２４ 

 ３１ 
２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

 

システム更新及び蔵書点検にかかる休館のお知らせ 

上記の日程で、岸和田市内全６館（本館・旭・山直・春木・八木・桜台）

を休館し、システム更新及び蔵書点検を行います。 

お急ぎの皆さまにはご不便をおかけいたしますが、ご協力とご理解の

ほどよろしくお願いいたします。 

✿ 休館中、インターネットや電話による蔵書検索・利用者照会の機能が使用できなくな

ります。 

✿ 図書の返却は、返却ポストをご利用ください。 

✿ 視聴覚資料・他市から借り入れの資料は、開館日にカウンターへお返しください 

（破損の原因となりますので、返却ポストには入れないでください）。 

 

なお、本館の駐車場は、9 月 16 日（金）午後５時で閉場します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100 年前の出来事 

参考文献 

『岸和田市の 90 年 岸和田の自然・90 年の物語』  岸和田市教育委員会 ・きしわだ自然資料館／編集 

『大正ＮＥＷＳ年表』  加藤迪男／編 日本地域社会研究所 

『暮らしの年表 流行語１００年』 講談社／編 講談社 

明治４５（1912 年）１月に、岸和田町・岸和田浜町・岸和田村・沼野村が合併して

できた「岸和田町」が、１９２２年（大正１１年）１１月１日に市制を施行して「岸和田

市」が誕生しました。全国で８７番目、大阪府内では大阪市・堺市につづく３番目の

市です。 

岸和田市は、11 月 1 日に 

市制施行 100 周年を迎えます。 

＊ 流行性感冒（コレラ・ペスト）、全国に蔓延。 

＊ 三ツ矢サイダー発売。 

＊ 江崎（のちの江崎グリコ）設立。グリコ発売。 

＊ 資生堂、アイシャドー発売。 

＊ 大隈重信、森鷗外死去。 

＊ アインシュタイン来日。 

＊ 「週刊朝日」「サンデー毎日」創刊。 

＊ 『一房の葡萄』有島武郎、『銀の匙』中勘助 出版。 

＊ 未成年者（満２０歳未満）飲酒禁止法公布。 

岸和田市立図書館では、市制１００周年の今年を、新しい図書館づくりに向けたキックオ

フの年と位置づけ、これからの図書館に求められる役割と、そのために必要なソフト、ハー

ドを考える取り組みを進めています。 

★ 各活動の様子は、図書館ホームページや本館に掲示して紹介しています。ぜひご覧ください。 

滋賀県 守山市立図書館・長浜市立長浜図書館 視察 



 
 

 
 

 
 

 
 

桜台図書館キャラクター 
「パパン(父)とコパン(子ども)」 

 

★ だっこでおはなし会ａｔさくらだい 

（未就学児向け・前日 9 月 14 日（水） 

午前 10 時より受付 先着７組程度） 

桜台市民センター １階 講座室１で、 
絵本の読み聞かせやわらべ歌などをします。 

     
9 月 15 日（木） 午前 10 時 30 分～ 

（30 分程度） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

    

    
 
  

 

 
 

 

 

 
 

 

    

    

  

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

山直図書館キャラクター 

「ももた(兄)とももこ(妹)」 

八木図書館キャラクター 
「めぇーと」 

八木図書館 

★ おはなしひろば 

（幼児～小学生向け・申込不要） 

絵本コーナーで、紙芝居やストーリーテリング、 

絵本が楽しめます。 

  
9 月 15 日（木） 午後 4 時～（30 分程度） 

 

 

春木図書館 
山直図書館 

桜台図書館 
旭図書館キャラクター 

「きりた」 

本館 岸和田市立図書館キャラクター 

「くまた(兄)とちきり(妹)」 

★ おはなし会 

（幼児～小学生向け・当日先着 6 名） 

絵本コーナーで、絵本の読み聞かせや本の紹介 

をします。 

 

9 月 14 日（水） 午後 4 時～（20 分程度） 

 

★ ちいさなおはなし会

（乳幼児向け・9 月 1 日（木）午前 10 時より受付 

希望するいずれか１日のみ 先着４組 空きが

あれば当日抽選） 

絵本コーナーで、絵本の読み聞かせやわらべ歌 

などをします。 

 

9 月 7・14 日（いずれも水曜日） 

午前 10 時 30 分～（20 分程度） 

春木図書館キャラクター 
「こはる」 

★ おはなし会 

（幼児～小学生向け・当日先着 10 名程度） 
1 階 えほんのへやで、おはなし会をします。 

 
9 月 4 日（日）・10 月 2 日（日） 

 午前 11 時～（２０分程度） 
 

旭図書館 

今月はありません。来月をお楽しみに！ 

★ クララさんのおはなし会 

（５歳くらい～小学生向け・当日先着 8 名程度） 

絵本コーナーで、ストーリーテリングや絵本、 

手遊びなどをいっしょに楽しみましょう。 

 
9 月 10 日（土） 午前 11 時～（３0 分程度） 

今月はありません。来月をお楽しみに！ 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

録音図書 

『美術展の不都合な真実』 古賀 太／著 新潮社 

      『ロシア点描』 小泉 悠／著 PHP 研究所 

『大阪の逆襲』 石川 智久／ほか著 青春出版社  

『亡霊ふたり』 詠坂 雄二／著 東京創元社  

 

点字図書   

       今月はありません 

   新着 録音・点字図書 案内   

  422-2142・423-9609 

    旭図書館 428-6200 

山直図書館  441-7575 

春木図書館  436-0679 

八木図書館  443-6849 

桜台図書館  428-9230 

 

＜問合せ先＞ 

 
 

発行日：2022 年９月 1日 
編集・発行 岸和田市立図書館 

        岸和田市岸城町 1－18 
（ホームページ） 
ＰＣ用：http://www.city.kishiwada.osaka.jp/site/toshokan/ 

携帯用：https://www.tosyokan-kishiwada.jp/WebOpac/mobile/index.do 

対面朗読サービスを利用してみませんか？ 

司書のおすすめ本 

井上 章一／著  朝日新聞出版 

 

『ふんどしニッポン 下着をめぐる魂の風俗史』 

＊視覚障害などで、活字を読むことに困難を感じている方のためのサービスです。 

＊朗読ボランティア「ひばり」が、サービスを利用する方と１対１の対面で行います。 

＊ご希望の資料をお読みします。本・雑誌・新聞のほか、お手持ちの資料・パンフレット

などもお読みします。 

＊事前予約が必要です。ご予約の際に、ご希望日時・ご希望の資料をお聞きします。 

＊週に１回、２時間まで無料でご利用いただけます。 

＊場所は、利用される方の都合の良い最寄りの公共施設で行います。 

＊利用者の皆さまの読書の秘密を守ります。 

 

 力強く衝撃的なタイトル（サブタイトルにも「魂の」とあり、とても気合が入ってい

ます）に圧倒され、手に取りました。タイトルにたがわず、丹念に調べたであろう著者

の情熱が伝わってくる内容で、褌姿の男性の雑誌挿絵や写真資料も満載です。  

明治になり、日本は西洋化を目指すものの、第二次世界大戦の頃でもズボンの下

は褌。ということは珍しくなかったそうです。 

かつては、褌一丁で人の眼のある場所へでむくことは、まったく恥ずかしいことで

なく、むしろ誇らしく、ある種の正装だとみなされていた。と著者は考察します。なる

ほど、確かに紹介されている日米対抗水上競技大会開会式でアメリカ国旗を掲げる

男性（1955 年）や、常磐炭坑を視察する商工大臣（１９４７年）は褌姿なのでした。 


